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熊本県大津町立大津小学校
（おおづしょうがっこう）
 児童数 ７９２名 （令和５年３月時点） 学級数 ３１学級

 熊本市のベッドタウン。

 半導体工場TSMC（台湾）工場が隣町に建築中。今後も人口の増加が見込まれる。

 学校教育目標「自分に自信と夢を ～互いに学び合い、夢を育み、学校・郷土に感謝を～」
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「令和３年度教育課程実践検証協力校
E-assessmentに関する算数」の協力校として

本校の実態

 令和３年度より一人一台タブレット本格導入

 操作スキル・タイピングスキルが未熟（児童）

 教員もタブレットを活用する授業を行うこと自体が初めての者がほとんど

算数の問題作成についてのプロジェクトチームの結成

 MEXCBTを活用した算数の問題作成（４・５年生対象）

 CBTで何ができるのか検討

 図形領域を中心にCBTだからこそできる問題を作成することを目標に設定
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CBTだからできること
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CBTだからできること
 動画の活用（展開図）
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CBTとして問題にするために（作図）

見取図 展開図
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問題を解く子どもの様子（2023年3月実施）

 展開図と見取図が重なる様子
を拡大してみたり、繰り返し
再生してみたりしていた。

 展開図と見取図の頂点や辺が
どのように重なるのかを確認
する様子が見られた。

 これまでに何度かMEXCBTを
使っていたため、操作に関し
ては大きな問題はなかった。
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子どもたちの様子・教師の反応
子供たちの様子

 タブレットが使えるということで
意欲的に取り組んでいた。

 動画を活用したことで、イメージ
がより明確になっていた。

 自動採点だったため、結果の確認
後、もう一度問題に挑戦する姿が
多く見られた。

 子供たちからは、紙媒体での問題
に慣れているため、タブレットの
画面上で考えることに慣れないと
いう発言が聞かれた。

教師の反応

 採点を一人ずつ行う必要がない点
はとてもありがたい。

 動画を使って立体の様子が確認が
できるため、二次元で立体のイ
メージを持つことが難しい子には
とても効果的だった。

 個人の解答のみならずクラスや学
年の全員の解答の傾向を確認でき
るようになれば、今後の授業にも
いかすことができそうだ。
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今年度の取組 ４・５年理科専科として

 実験の様子を動画で再現

 単元末に学習した内容を活用して解く問題（挑戦状）を作成

 実験で実際に使用した自動温度記録計の用紙を活用

 授業で考えた課題をもう一度MEXCBTで出題
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今後の期待
 どの市町村でも取り組むことができる強みを
生かす

市町村ごとに導入されているOSやソフトウエア、デジタルド
リルには違いがあり、統一することは難しい。共通して取り
組むことのできるMEXCBTの強みをいかせないだろうか。

例えば・・・

 MEXCBTでの問題作成を通した授業改善サイクルの推進

教材研究→問題作成→実践→リフレクションのような授業改
善のサイクルを学校の枠組みを越えて行うことができるので
はないか。（中学校校区・市町村・地区ブロック単位など）

 成績の集計を通した子供たち・問題ごとの実態把握

個人・クラス単位などでの問題ごとの成績把握を行い、それ
らのデータをもとに個別最適な学びや教師の授業改善にいか
すことはできないか。
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ご清聴ありがとうございました
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